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1,0000円の税金の使われ方

財政分析と将来都市像としての課題

平成 27年度決算資料を基に分析してみました。

分かり易い財政分析！！

人件費
1,860 円

扶助費
（福祉給付金）
1,830 円

投資的経費
（建設関連）
1,700 円

繰出し金
（病院事業等）
1,390円

物件費
1,230 円

補助金等
710円

公債費
690円

目的別（事業別）

性質別（支払項目別）

目的別で見ると、民生費の突出し少子高齢化社会の特徴を現し、産業育成や外貨獲得の期待のでき
る農商工費に充当されにくくなっていることがわかる。

性質別では、意外に投資的経費が多いように思う。これは学校給食センター建設と言った大型事業に
よるものである。

議会費
70円

総務費
1,510 円

民生費
（福祉関連）
3,580 円

衛生費
900円

労働費
180円

農林水産業費
190円

商工費
180円

土木費
730円

消防費
620円

教育費
970円

災害復旧費
70円

公債費（借金返済）
690円

諸支出費
40円

予備費
0円

老朽化していく公共施設（小中学校、公民館、道路橋りょう等）の更新問

題があります。財政負担が増す中、早急な検討を行います。

人口流失が問題となっています。特に若者世代の流失が増加していま

す。移住定住政策を実現し なければなりません。

空き家、空き地の有効活用、遊休農地の拡大への対策が必要です。

富士山世界文化遺産センターを活用し、富士山を活かしたまちづくりの検討が引き続き必要です。

福祉政策の多様化による財政負担が増しています。福祉の充実を行いつつ無駄の削減が必要です。

市街地のまちづくりでは、行政主導によるものか民間活力利用するべきなのか検討を進めています。

どの様に感じますか？



平成27年4月からの主な活動

市当局と議会の議論となっている案件

平成 27年 5月、議会運営委員長に就任しました。　

就任中は、政策形成の能力強化に努める議会改革に取り組んでまいりました。

平成 28年 3月では議会基本条例調査検討特別委員会委員長に就任しました。

就任中と同時に、富士宮市政初の議会主導による条例制定に取り組み各種条例を平成 29 年 3 月

成立させています。

平成 28 年 5月 29日一番のマニフェストである結婚を、議員生

活 10年目にして実現しました。

一般質問では6回にわたり質問を行い、総括質疑（代表質問）

1回登壇しました。

質問では、市長の政治姿勢や、空き家空き地問題、ごみ問題、介

護問題、医療問題、財政問題、観光、都市間競争（ふるさと納税）

など質しました。

①

②

市長は市独自の歴史館建設を提唱しています。具体的には白糸自然公園に 10 数億円かけて

2020 年までに、神話の里や昭和の子ども人形展、天下人展などの展示を目的とする歴史館を建設

したいそうです。これに対し議会としては、県立 ( 仮称 ) 富士山世界遺産センター建設後に内容を

精査した上で、財政計画を見極めて慎重に検討すべきであり、私としても来訪者

に対し案内できるガイドの育成など人材確保の課題を解決すべきであると考え

ます。

市当局は浅間大社西側の民有地を取得し世界遺産のまちづくりへ活かす考えで

す。素案では、民間事業者によるプロポーザル方式で商業施設の提案を受ける

とのことです。議会側は一つの場所だけでなく、市街地の空き地空き店舗対策の

為に仕組みを作るべきではないかと提案しています。

S52.8.12 生まれ
大宮小、二中、富士宮北高卒
平成 12年帝京大学理工学部卒業
富士宮にて就職し、青年活動や
NPO活動に積極的に参加
H19.4　富士宮市議会議員初当選 29歳
H22.5　環境厚生委員会委員長

H23.2　予算審査特別委員長
H24.5　総務文教委員長
H27.5　議会運営委員長
H28.3　議会基本条例特別委員長
H29.4　現在 3期目

趣味は
のんびりと温泉浴


